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本書の構成

１ 教科に関する調査について

（１）全体的な傾向の分析・考察

・全体的な結果の状況

（２）領域・分野ごとの分析・考察

・領域・分野ごとの結果の状況

児童生徒の到達状況を下表のように表記した。

正 答 率 「到達状況」を示す記号，用語

90％を上回っている場合 ◎：良好である

80％～90％の場合 ○：概ね良好である

70％～80％の場合 ◇：基準に到達している

60％～70％の場合 ▽：十分とはいえない

60％を下回っている場合 ▼：不十分である

・領域・分野ごとの結果の状況，分析・考察及び今後の指導の方向性

・「指導改善のポイント」

（３）改善に向けた指導事例

・教科ごとに，改善に向けた指導事例を２事例記載し，以下の内容を示す。

項 目 内 容

① 問題と解答 ・設問番号，領域・分野，出題のねらい，評価の観点
の状況 ・関連問題

・正答例，誤答例，正答率，誤答率，無解答率

② 指導改善に ・解答状況の分析・考察
向けて ・指導改善の具体的なポイント

③ 改善事例 ・学年，単元（指導内容等）
・指導のねらい
・具体例

・関連する「いしかわ学びの指針１２か条」の項目を次のように示す。

２ 質問紙調査について

（１）小学校第４学年児童の調査結果

・設問ごとの経年比較，学年間比較

（２）学習・生活状況と正答率との関係

・正答率との関係を基にした分析・考察

（３）教員の調査結果

・設問ごとの調査結果

学びの指針 ○ 
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Ⅰ　教科に関する調査結果の分析・考察
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▼：書こうとすることの中心を明確にし，相手や目的に応じて適切に書くこと 〔七１〕 

▽：段落相互の関係を考え，文章を正しく読むこと〔二１〕 

◇：話の内容に気を付けて聞き，質問したり感想を述べたりすること〔一３〕 

小学校第４学年 国語 

 

（１）全体的な傾向の分析・考察 
今年度の平均正答率は74.4％で，昨年度に比べ6.6ポイント低下しているが，基準に到達している。今年度新た

な出題形式にした「話すこと・聞くこと」は，問題の意図を十分に把握できなかったこともあり，低下した要因の

一つとして考えられる。また，「読むこと」の説明的文章の段落相互の関係を理解することや，「書くこと」の伝え

たいことを明確にして文章を構成する力なども課題として挙げられる。 

 

（２）領域・分野ごとの分析・考察 

【話すこと・聞くこと（73.0％）】 

 

設問一３は，話し手への質問や感想の内

容を問う問題で，平均正答率は79.5％と基

準に到達している。 

今後も，話の内容や話し方に関心をもち，

疑問に思ったことを質問したり自分の感想

や意見を述べたりする機会や，目的に応じて，自分の経験と結び付けたり，自分の考えと比較しながら聞いたりす

ることができるように話の要点を捉えて聞く機会を意図的に設定し，指導することが大切である。 

 

【書くこと（68.4％）】 

○：条件に応じた字数で書くこと〔七２条件〕 

設問七２は，80字を超えて書く問題であ

る。正答率は昨年度に引き続き80％を超え，

概ね良好である。条件に即して書く指導が，

意図的･計画的に行われてきた成果であると考える。 

  

 

設問七１は，報告文の内容に適した見出

しを選択する問題である。正答率は44.9％

で不十分である。「文章の内容」と「見出し」

の関連付けや，文章全体の構成を意識して書くことについて，十分に理解できていないことが要因と考えられる。 

指導に当たっては，「はじめ・中・おわり」の文章の展開に即して，各段落の役割を理解し，自分の考えが明確に

なるように段落相互の関係などに注意して文章の構成を考えさせる指導の工夫を図ることが大切である。また,必要

に応じて「中」の内容を分かりやすく説明するために例をいくつか挙げたり，カード等を用いて情報を分類・整理

したりするなど，まとまりを意識して書かせる指導の工夫が必要である。 

                  （H22「分析・考察」事例1参照） 
 
【読むこと（66.6％）】 

 

 

ここ数年の指導の成果により，「問い」

と「まとめ」の照応や，「はじめ・中・お

わり」の文章構成を捉える力は付いてきた。 

しかし，二１(2)の「中」の部分に書かれ

平均正答率 

74.4％ 

設問番号 問題の内容 正答率

一

３① 質問や感想の内容 91.2％

３② 質問や感想の内容 74.5％

３③ 質問や感想の内容 72.7％

設問番号 問題の内容 正答率

七 ２条件 相手や目的に応じて適切に書く 84.8％

設問番号 問題の内容 正答率

七 １ 書こうとすることの中心を明確にする 44.9％

設問番号 問題の内容 正答率

二
１(1) 段落相互の関係 76.2％ 

１(2) 段落相互の関係 48.7％ 
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▼：文脈に応じた語句の意味を辞書から抜き出すこと〔三１〕 

▽：目的や必要に応じて，段落の要点や細かい点に注意しながら読むこと〔二２，３，４〕 

○：主語と述語の関係を理解して，文中から抜き出すこと〔三２〕 

た内容を大きく２つのまとまりに分けることにおいては，正答率が48.7％であり，課題である。 

今後も，読む目的に応じて，中心となる語や文に注意して要点をまとめたり小見出しを付けたりするなど，内容

を整理し，段落相互の関係を考えながら文章を読む学習を継続的・系統的に指導する必要がある。また，説明的文

章と関連付けて書くことを指導する際にも，構成に着目できるような指導の工夫が必要である。             

（H22「分析・考察」事例２参照） 

 

  

 

設問二２・３は，目的に応じて，文中の

言葉を抜き出す問題である。正答率はそれ

ぞれ59.6％，74.1％であり，理由を抜き出

す問題に課題がある。設問二４は，読み取

ったことを図と関連付けるものであり，こ

れまでになかった問題であるが，正答率は74.5％と基準に到達している。 

今後も，文章の中心となる事柄を捉えること，考えや感想をもつようになった根拠となる叙述などの細かい点に

注意しながら読むことを指導する必要がある。              （H23「分析・考察」事例２参照） 

 

【伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項（80.4％）】 

 

 

主語と述語の照応関係については，基礎

学力調査で数年間課題となっていたが，昨

年度に比べ，更に12.1ポイント上昇し，到

達状況は概ね良好となった。これまでの継続的な指導が成果として現れたものと考える。 

今後も引き続き，「主語」「述語」などの用語を意識的に使うとともに，修飾と被修飾との関係などの文の構成に

ついて理解させたり，「だれが」「どこで」「なにを」「どのように」「なぜ」などの観点に基づいて，文を分析的に捉

えさせたりする指導を充実していくことが必要である。        （H18・19「分析・考察」指導事例２参照） 

 

 

 設問三１は，昨年度より８ポイント上回

り改善が見られるものの，依然として課題

である。「はたをあげる」の意味として「相

手にわたす」を選んだ誤答が多かった。 
指導に当たっては，国語辞典や漢字辞典などの使い方を理解させるとともに，必要なときにはいつでも辞書が手

元にあり使えるような学習環境を整えることが重要である。また，文脈に応じて，語句の意味を推測したり辞典の

複数の定義の中から適切に選び出したりする経験を積み重ねていくことが大切である。 
            （H24「分析・考察」事例２参照） 

 
 
 

※下線の箇所は，改善に向けた具体的な指導の在り方を示している。 

設問番号 問題の内容 正答率

二

２ 説明的文章の内容理解（理由） 59.6％

３ 説明的文章の内容理解（感想） 74.1％

４ 説明的文章の内容理解（要点） 74.5％

設問番号 問題の内容 正答率

三 ２ 主語（キツネは）述語（会いました） 89.6％

設問番号 問題の内容 正答率

三 １ 辞書の使い方（語句の意味） 57.0％

□目的に応じて必要な情報を取り出し，段落相互の関係を考えながら文章を読むこと      （→事例１） 

□相手や目的に応じて書こうとすることの中心を明確にし，構成を意識して自分の考えが伝わるように書くこと  

（→事例２） 

指導改善のポイント
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設問番号 問題の内容 正答率

１
(1) 繰り上がりのない加法計算 96.7％

(2) 波及的繰り下がりのある減法計算 90.7％

 

 

◇：身近なかさの量感覚〔３(1)〕 

設問番号 問題の内容 正答率

８(3) 帰納的な考え方を用いたきまりの読み取り 31.2％

設問番号 問題の内容 正答率

３(1) 身近なかさの量感覚 75.5％

 

▼：帰納的な考え方を用いたきまりの読み取り〔８(3)〕 

▼：全体・容器・正味の重さの関係を読み取り，不足分の重さを計算すること〔５〕 

設問番号 問題の内容 正答率

５ 
全体・容器・正味の重さの関係の読み取り, 

不足分の重さの計算 
44.7％

小学校第４学年 算数 

 

（１）全体的な傾向の分析・考察 

今年度の平均正答率は67.9％で，昨年度より4.3ポイント下がっている。活用力を問う問題が全体的に難化した

こと，場面と図を関連付ける設問を新たに出題したことなどがその要因だと考えられる。「量と測定」の領域の正答

率は70％を上回り，改善傾向が見られる。 
 
 

（２）領域・分野ごとの分析・考察 

【数と計算（77.3％）】 

◎：基本的な加減計算〔１(1)(2)〕 

設問１(1)(2)整数の加減計算は, 正答率が 90％を上回

っており良好である。 

今後も，計算の意味や計算の仕方を考える学習を行うと

ともに，基礎的な計算技能の習得・習熟を図る時間を確保

することで，確実に定着させることが大切である。 
 

 
 
 設問８(3)は，昨年に引き続き出題したが，正答率は

31.2％と不十分で無解答率も高い。設問の問い方に難解な

部分があったことが原因の１つだが，誤答には，８(2)のき

まりをそのまま答える解答が多かったことから，文意を正しく捉え，何を問われているのか理解できなかったこと

も原因と考えられる。 

指導に当たっては，昨年度の指導事例等を参考に，低学年のうちから様々な学習場面で帰納的な考え方を身に付

けさせるとともに，きまりや共通性を的確に表現させることが大切である。 

（H24 「分析・考察」事例１  参照） 

 

【量と測定（72.5％）】 

 

設問３(1)の正答率は 75.5％と，昨年度同様，基準に

到達している。 

今後も，量の感覚を豊かにするために，日常生活との

関連をより密接にし，身の回りにある様々な量を，単位を意識しながら予想したり，比べたり，調べたりすること

が大切である。 
 

 

設問５は３年連続出題しているが，正答率が44.7％で，

一昨年度の41.6％，昨年度の43.5％に引き続き不十分で

ある。誤答の中には，文章や絵図から必要な情報を読み

取っていないものや，数量の関係を正しく読み取ってい

ないものが多く，改善が見られない。数量の関係をテー

プ図等に表して，正確に捉える力の育成が必要であると考えられる。 

指導に当たっては，文章や絵図等から問題解決に必要な情報や数量を読み取り，その数量の関係をテープ図等に

表す活動を充実させ，事象の構造を明らかにしてから問題解決する力の育成が必要である。  

（H23 「分析・考察」事例2  参照） 

 

 

 

 平均正答率 

67.9％ 
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設問番号 問題の内容 正答率

６ 
正方形と直角三角形や二

等辺三角形との関連付け 
24.2％

設問番号 問題の内容 正答率

３(3) 
順序数から全体数を求める

方法の読み取り 
70.0％

設問番号 問題の内容 正答率

７(3) 判断が正しい理由の説明 64.6％

設問番号 問題の内容 正答率

７(2) 
二つの数量の倍関係の図

による表現 
45.6％

【図形（34.5％）】 

 
 
設問６は正答率が24.2％と，昨年度の円と三角形を関

連付けた設問と同様に不十分である。それぞれの図形の

性質は概ね理解できていると考えられるが，図形相互を

関連付けて考える力が不十分である。多くの児童が「ぴ

ったり重なる」ことを選択しており，題意を的確に把握できていないことが正答率の低下に影響している。また，

二問で完答が条件であったことの影響も考えられる。 

指導に当たっては，折る・重ねる・敷き詰めるなど具体的な操作活動を通して，図形相互を関連付けて考察する

指導の工夫が必要である。 

【数量関係（59.0％）】 
 
 
設問３(3)の正答率は70.0％と，昨年度に比べ3.5 ポ

イント上回り，基準に到達している。この設問のように，

例示された「方法」に沿って過不足なく記述し解答する

問題については，一定の成果が認められる。授業におい

て学習したことを適用させる場を設定するなど，指導の工夫が図られてきたことが成果につながっている。 

今後も，目的や条件に応じた記述力の向上を目指し，題意から「何（事実・方法・理由）」を記述するのかを適切

に読み取ることや，読み取った方法に問題の数値などを適用することについての指導をより一層充実させる必要が

ある。                                

 
 

設問７(3)の正答率は64.6％と，昨年度に比べ19.2ポ

イント上回り，「理由」を記述する力が徐々に身に付いて

きていると考えられるが，十分とはいえない。考え方は

妥当であるが，必要な数値（想定される枚数）や言葉（大小比較を示す：少ない，こえられないなど）が不十分な

説明もまだ多く見られる。 

指導に当たっては，判断が正しい理由を的確に伝えるという相手意識・目的意識をもたせ，根拠を明らかにし筋

道立てて説明するためには何が必要な事柄となるのかを指導するとともに，児童の表現を教師が的確に評価し，不

十分な事柄を補わせる指導の工夫・徹底が必要である。 
 

 

設問７(2)は，昨年度の全国学力・学習状況調査で課題

が見られた問題との関連から出題した。正答率は45.6％

と不十分である。 

基準にする大きさと割合に当たる大きさの判断が難し

いという現状に加え，今回の設問のように基準にする大きさと割合に当たる大きさを前後して示したことで，さら

に難しくなった。 

指導に当たっては，昨年度の指導事例を参考とし，倍の関係を図に表す力を伸ばすために「基準にする大きさ」

「割合に当たる大きさ」「割合」を文章から取り出す指導の工夫・充実が必要である。   

（H24 「分析・考察」事例２  参照） 

 

 

※ 下線の箇所は，改善に向けた具体的な指導の在り方を示している。 

□式・図・表・グラフ・文章等で示された情報を正確に読み取り，根拠や筋道を明確にして考えたり説明したり
すること                                      （→ 事例１）

 

□数量の関係を捉え，図等で表現することを通して立式し問題解決すること         （→ 事例２）

▼：正方形と直角三角形や二等辺三角形を関連付けて考えること〔６〕 

指導改善のポイント 

◇：順序数から全体数を求める方法を読み取ること〔３(3)〕 

▽：判断が正しい理由の説明〔７(3)〕 

▼：二つの数量の倍関係を図に表すこと〔７(2)〕 
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（１）全体的な傾向の分析・考察 

今年度の平均正答率は 65.4％で，昨年度に比べ 4.2 ポイント下がっている。領域・分野別では，「産

業と国土」の正答率は同程度であったが，「地域学習」の正答率が 7.6ポイント下がった。「地域学習」

の設問において「社会的な思考・判断・表現」を問う問題が増加し，しかもやや難解であったことが

その一因である。また，依然として，複数の資料や，資料と既習の知識を関連付けて考える力や，考

察したことを表現する力に課題が見られる。 

 

（２）領域・分野ごとの分析・考察 

【地域学習（60.4％）】 

 

 

 

設問１のうち，(1)②や(3)c など，提示された白地

図から石川県と隣接した県や石川県の概要についての

情報を読み取る問題では，正答率は 90％を超えており

良好である。地図帳を使って必要な情報を読み取り活

用する技能については，徐々に身に付いてきていると

いえる。 

引き続き，日本や身近な地域についての必要な情報

を検索する方法や，資料の見方や読み方など基礎的・

基本的な技能を定着させるため，目的に応じて白地図や地図帳を活用する学習を充実させることが大切

である。 

 
 
 
設問１(5)，設問６(3)の正答率は，それ

ぞれ 28.7％，32.4％と不十分である。 
設問１(5)は 21 年度の類似問題ではある

が，出題形式が複数の資料を関連付けて説

明させるものに変わったために，正答率も

下がった。誤答には，どちらか一方の資料

から分かることのみで解答したり，気温のみに着目したりしたものが多かった。 

設問６(3)は，雨水タンクが設置されているわけを，地域の水道事業などと関連付けて考察し適切な言

葉で表現させる問題である。誤答には，雨水タンクを日常的に飲み水として使用するというものが多か

った。また，無解答率も 20％を超えていた。要因としては，既習事項と結び付けて，自分の考えを具体

的な言葉で書いたり説明したりする力が十分に身に付いていないためと思われる。 

指導に当たっては，次のような学習を充実することが必要である。 

・既習事項や資料と調べたことや考えたことを関連付けながら表現させる指導を系統的・継続的に行

っていくこと 

・高学年においても，適宜地図を活用する学習を設定すること 

（H23「分析・考察」事例２参照） 

平均正答率 

65.4％ 

設問番号 問題の内容 正答率 

１

(1)② 隣接した都道府県(福井県) 91.5％

(3)b 石川県の概要(交通機関) 87.6％

(3)c 石川県の概要(伝統工芸) 93.3％

５

(1)① 日本の都道府県名 81.8％

(1)② 日本の地形 77.6％

(1)③ 日本の地形 72.5％

設問番号 問題の内容 正答率 無解答率

１ (5) 日本(石川県)の気候 28.7％ 16.3％ 

６ (3) 
人々の健康な生活を守る工夫

や努力 
32.4％ 20.4％ 

○：地図を用いて，日本や石川県の様子について必要な情報を読み取ること 

〔１(1)②，１(3)ｂｃ，５(1)〕

▼：複数の資料や，資料と既習の知識を関連付けて，考察したことを表現すること 

〔１(5)，６(3)〕

小学校第６学年 社会 
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【産業と国土（69.0％）】 

 

 
設問４(1)(2)及び５(3)は，日本の産業に関

して，情報メディアや情報化社会の特色・稲

作の作業の様子について理解を問う問題であ

る。いずれも正答率は 80％を超えており，そ

れぞれの産業の特色の理解は良好である。 
 

 
 
設問５(4)①は，日本の農業の現状について

指定された資料のグラフから情報を正しく読

み取る問題である。正答率は，ＡＢどちらも

低く，グラフから必要な情報を正確に読み取

ることは不十分である。Ａはグラフ全体の数と間違って読み取っているものが多く見られ，Ｂは比べな

ければならない項目を誤って判断しているものが見られた。また，設問の題意を正確に読み取る力にも

課題がある。 

指導に当たっては，次のような学習を充実することが大切である。 

・資料から必要な情報を選択して読み取る課題を取り入れ，資料活用の技能を確実に身に付けること 

・地図帳や地球儀，統計グラフなどの基礎的資料を，効果的に活用すること 
（H24「分析・考察」事例 2参照） 

 

 
 
 
設問４(3)，５(4)②は，情報の有効活用及び

日本の農業の現状について，資料を基に思考・

表現させる問題であり，正答率は低い。特に５

(4)②は，２つの資料を関連付けて答えさせる問

題であり，複数の資料のうちの１つのみを用いて解答しているものや，自分の言葉で適切に表現できて

いないものが多く見られ，また，無解答率も高い。 
指導に当たっては，次のような学習を充実することが大切である。 

・資料に表されている事象の全体的な傾向を捉え，適切な言葉で表現すること 
・資料から得た情報を既習の知識と関連させたり，複数の視点から解釈したりすること 

 

 

 

設問番号 問題の内容 正答率

４
(1) メディアの特色 98.5％

(2) 情報化の特色 80.7％

５ (3) 稲作の作業の様子 84.5％

設問番号 問題の内容 正答率

５(4)①
Ａ 日本の農業の現状(グラフの読み取り①) 31.4％

Ｂ 日本の農業の現状(グラフの読み取り②) 53.9％

設問番号 問題の内容 正答率 無解答率

４ (3) 情報ネットワークの活用 54.5％ 9.3％

５ (4)② 日本の農業の現状 23.8％ 19.1％

□複数の資料の関連付けや，資料と既習の知識との関連付けに留意しながら，考察したこと

を適切な言葉で表現する力を育成すること（→事例１） 

□資料から必要な情報を読み取るとともに，表されている事柄の全体的な傾向を捉え，それ

を多面的・多角的に考察する力を育成すること（→事例２） 

指導改善のポイント 

○：日本の産業（農業・情報化）の特色について理解すること 〔４(1)(2)，５(3)〕 

▼：日本の産業の特徴や課題について，資料や既習の知識を基に考察したことを表現 

すること                        〔４(3)，５(4)②〕

▼：資料から必要な情報を読み取り，判断すること 〔５(4)①〕 

※ 下線の箇所は，改善に向けた具体的な指導の在り方を示している。 
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設問番号 問題の内容 正答率 

７ (2) 磁石かどうか確認する方法 35.0％ 

設問番号 問題の内容 正答率 

２ (3) 
閉じ込めた水を圧したとき

の体積 
68.3％ 

設問番号 問題の内容 正答率 

６ (2) 水に溶けた食塩の様子 80.5％ 

設問番号 問題の内容 正答率 

４ (2)① 回路の作成 91.9％ 

小学校第６学年 理科 

（１）全体的な傾向の分析・考察 

今年度の平均正答率は 70.1％であり，基準に到達している。過去の類似問題の正答率と比較すると，設問４(2)

の回路の作成や設問６(2)の水に溶けた食塩の様子，(3)の食塩水から食塩を取り出す方法については，指導の改善

傾向が見られる。しかし，観察・実験の結果を分析し解釈して自分の言葉で記述すること，体験活動で得た知識を

基に科学的に考察することについては課題が見られる。 

 

（２）領域・分野ごとの分析・考察 

【物質・エネルギー（70.3％）】 

▽：閉じ込めた水を圧したときの水の体積変化について説明すること 〔２(3)〕 

 設問２ (3)の閉じ込めた水を圧したときの体積の変化

については十分とはいえない。 

指導に当たっては，水を圧したときの手ごたえを，空

気を圧したときの手ごたえと対比しながら,一人一人に十分体感させる必要がある。（H20「分析・考察」事例１参照） 

◎：検流計とスイッチを入れた回路のつなぎ方を図示すること 〔４(2)①〕 

 設問４(2)①は，23 年度類似問題にスイッチを追加し

たものである。回路につなぐ機器が１つ増えたため，23

年度に比べて設問はやや難化している。それでも正答率

は23年度の78.5％を13.4ポイント上回っており，検流計等を入れた回路のつなぎ方を図示することについては良

好である。 

今後も，回路図から配線したり，配線したものを回路図に表したりする活動を十分に行い，更に配線したものを

電流の流れに沿って指でたどる活動等を加え，回路に関する理解を深めていくことが大切である。 

○：水に溶けた食塩の様子を粒子モデルで捉えること 〔６(2)〕 

 設問６(2)の水に溶けた食塩のようすは，24 年度全国

学力・学習状況調査の同問の正答率 62.4％を大きく上 

回っている。  

考察場面で物質が水に溶けると液全体に広がる様子を図や絵などを用いて表現させる指導が定着し，より確かな

理解につながっているものと考えられる。 

▼：磁石かどうかを検証する実験操作の意味を理解して，その結果を説明すること 〔７(2)〕 

設問７(1)B，C において，16 年度の正答率B42.3％，

C39.6％を上回っているものの，観察・実験の結果を分析

し考察することに課題が見られる。反発すれば，必ず磁

石どうしであることを理解させる必要がある。(2)の磁石かどうかを確認する方法の説明問題の正答率は最も低く，

磁石の性質として「鉄を引きつける」「磁石の異極は引き合い，同極は退け合う」以外に「自由に動くようにすると

南北を向く」ことが十分理解されていない。 

指導に当たっては，磁石の「南北を向く」性質を実際に確かめる活動を取り入れ，実験方法を考えたり，説明し

たりする学習活動を行う必要がある。またこの単元で，方位磁針が磁石であることを理解させることで，次に学習

する４年「月や星の動き」での方位磁針の操作へと円滑につなげたい。 

平均正答率 

70.1％ 
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設問番号 問題の内容 正答率

８
(1) 太陽の方角 52.6％

(2) 太陽とかげの位置の関係 55.8％

設問番号 問題の内容 正答率

８
(3) 月の見え方 50.1％

(4) 太陽と月の位置の関係 47.9％

設問番号 問題の内容 正答率

５ (1) 受粉に関する実験操作の意味 71.3％

設問番号 問題の内容 正答率 

１ (2) チョウの変態の仕方 95.1％ 

設問番号 問題の内容 正答率

３

(1) 流れる水の量と水のはたらきの関係 85.5％

(2) 流れる水の速さと水のはたらきの関係 86.2％

(3) 流れる水のはたらきの大きさ 80.2％

【生命・地球（69.3％）】 
 

◎：チョウの変態の仕方について理解すること 〔１(2)〕 
 
設問１(2)のチョウの変態の仕方を理解することは，良

好である。授業でのさなぎの観察経験が，実感を伴った

理解につながっているものと考えられる。 
 

○：流水のはたらきと土地の変化の関係について考察すること 〔３(1)(2)(3)〕 
 
設問３(1)(2)(3)の流水のはたらきと土地の変化の関

係について考察することは，概ね良好である。15年度教

育課程実施状況調査の正答率を 12.9～28.0 ポイント上

回っており，流水実験における条件制御についての指導

が定着してきているものと考えられる。 
 

◇：受粉と結実の関係を調べる実験操作の意味を理解すること 〔５(1)〕 
 
設問５(1)の受粉と結実の関係を調べる実験操作の意

味を理解することは，基準に到達している。 

今後も，実験の目的を意識させ，条件制御の意味を正

しく捉えさせるとともに受粉と結実の関係を，観察を通して理解させることが大切である。 
 

▼：かげのできる位置の変化と太陽の動きの関係について考察すること 〔８(1)(2)〕 
 
設問８(1)の影の観察記録と太陽の動きを関係付けて

方位を判断することと，(2)の影の変化のデータを分析し

て考察することで未観察の記録を表すことについては不

十分である。(1)については 23 年度類似問題の正答率

40.9％を上回っているものの，太陽と影の位置関係の理解にまだまだ課題が見られる。 

指導に当たっては，以下の点に留意する必要がある。 

① 一人一人に方位磁針を操作させながら操作技能と方位の感覚を身に付けさせること 
② 影の反対側に常に太陽があることを，体験を通して理解させること 
③ 方位については生活との関連を図って日常において意識できるよう指導すること 

 
▼：月と太陽の動きの規則性について理解すること 〔８(3)(4)〕 

 
設問８(3)の月の動きの規則性から特定の時刻の月の

見え方を推定することや，(4)の太陽と月の観察結果を基

に２つの動きの規則性について理解することは不十分で

ある。３年で太陽の動き，４年で月の動きを捉える観察

をそれぞれ行っているものの，空間把握の難しさもあって実感を伴った理解に至っていないと考えられる。そのた

め，体験活動の充実を図る必要がある。 

指導に当たっては，家庭で夜間の月の観察をする前に，学校において共通体験として昼間の月の観察を行うこと

や，３年の太陽の動きと比較しながら４年の月の動きの学習を展開して３年時の理解の不十分な点を補充していく

必要がある。また，直接観察するだけでなく，プラネタリウムやデジタル教材等を活用することも効果的である。 
 

指導改善のポイント 

※ 下線の箇所は，改善に向けた具体的な指導の在り方を示している。 

□問題解決のための実験方法を計画したり，説明したりする学習活動を充実させること(→ 事例１)

□観察・実験の結果を分析し解釈する学習活動を充実させること 

□観察・実験等の具体的な体験を基に，科学的な見方や考え方を深める指導を工夫すること 

                                       （→ 事例２）
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中学校第３学年 社会 

（１）全体的な傾向の分析・考察 

 今年度の平均正答率は 48.3％で，昨年度に比べ 8.6 ポイント下がっている。完全解答を求める問いや，「複

数の資料の関連付け」を記述で答える問いが増えたこと，また，設問３(5)「守護の変化」の問いがやや難解

であったことが，その一因である。地理的分野では，球面上の位置関係で世界の地域構成を捉えることや，

資料や既習の知識を基に社会的事象について適切に表現することに課題が見られる。歴史的分野では，基礎

的・基本的な知識である歴史的事象や人物について確実な習得を図ることや，時代を大観しその特色を捉え

ることにも課題が見られる。 
 

（２）領域・分野ごとの分析・考察 

【地理的分野（51.8％）】 

◇：世界の地理的事象について理解すること 〔１(1)①，１(2)②〕 
 
 設問１(1)①は，正距方位図法の地図を読み取り，示され

た条件に合う都市を選ぶ問題であり，21年度の類似問題と

同様に正答率は基準に到達している。また，設問１(2)②の

世界の地形を問う問題についても正答率が基準に到達して

いる。 

 

▼：資料や既習の知識を基に，社会的事象について的確に表現すること〔１(2)③⑤，４(6)〕 

 設問１(2)⑤について「エチオピアを含め，アフリカ全体

が植民地だったという表現」とした誤答が多かったことか

ら，主題図から得られる情報を用いることは不十分である。 

 設問４(6)について，語句の意味は理解しているが，既習

の知識と結び付け，事象を多面的に捉えることも，不十分

である。 

 指導に当たっては，授業や単元の終末において，資料や

既習の知識を基に，社会的事象の意義や社会的事象間の関

連について的確に表現させる指導を継続的に取り組んでいく必要がある。 

 

 

▼：複数の資料を関連付けて考察すること 〔１(2)⑥，４(5)〕 
 
 設問１(2)⑥は無解答率が 20.5％と高い。誤答

では，資料４のコーヒー豆の価格変動の大きさが

述べられていないものが多く，また，「収入」とい

う語句を適切に用いていない誤答も次いで多い。 

同様なことは設問 4(5)でも見られ，複数の資料を

関連させて考察することは不十分である。 

指導に当たっては，次のような学習を積み重ねる必要がある。 

・一つ一つの資料から情報を丁寧に読み取る学習（表題，グラフの項目や増減などに注目させる） 

・複数の資料を比較し，関連を考える学習 

・「読み取った事実」と「事実から考えたこと」を分けて自分の意見を表現する学習 

（H22「分析・考察」事例１ 参照） 

平均正答率 

48.3％ 

設問番号 問題の内容 正答率

１
(1)① 世界地図の活用（距離・方位） 76.3％

(2)② アフリカの地形（ナイル川） 71.1％

設問番号 問題の内容 正答率

１

(2)③ 国境のきまり方 28.8％

(2)⑤
資料の読解 
（公用語の歴史） 51.5％

４ (6) 
地理的事象の解釈 
（地産地消） 

54.6％

設問番号 問題の内容 正答率 無解答率

１ (2)⑥
複数の資料の関連付け 
（コーヒーの価格変動の影響） 25.7％ 20.5％

４ (5) 
複数の資料の関連付け 
（長野県のレタス生産の特色） 

54.7％ 14.0％

− 34−
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設問番号 問題の内容 正答率 無解答率

２ (3) 歴史的事象の語句（大宝律令） 29.0％ 27.4％

３
(1) 歴史的事象の語句（執権） 38.6％ 23.7％

(3) 歴史上の人物（後醍醐天皇） 53.4％ 1.0％

５
(1) 歴史上の事象（太閤検地） 47.8％ 21.1％

(3) 歴史上の人物（松平定信） 33.2％ 24.5％

設問番号 問題の内容 正答率 無解答率

(1)② 資料の読解（弥生時代の社会） 45.5％ 13.9％

２ (2) 古墳時代の様子 32.8％ 1.0％

(4) 時代の流れ（並び替え） 17.4％ 1.1％

３ (5) 資料の読解・表現（守護の変化） 9.2％ 33.9％

５ (4) 歴史的背景（開国に影響を与えた世界の出来事） 30.1％ 3.9％

【歴史的分野（44.5％）】

▼：基礎・基本となる歴史的事象や人物について理解すること〔２(3)，３(1)(3)，５(1)(3)〕

設問２(3)，３(1)(3)，５(1)(3)の

正答率は60％を下回っており，不十

分である。また，無解答率も設問３(3)

の選択肢問題を除き,いずれも20％以

上と高い。

設問３(3)では，建武の新政の中心

人物を「桓武天皇」や「足利義満」な

ど，前の時代や後世の人物を選択している。また，設問２(3)，３(1)についても同様である。更に，設問

５(1)の誤答では，「太閤」を「太閣」とした漢字の間違いが多く見られた。これらのことから，その時代

を象徴するような歴史的事象と人物について理解することや，歴史的事象を正しく表記することに課題が

見られる。

指導に当たっては，次のような学習を充実させることが必要である。

・単元で理解・定着させたい歴史的事象や人物をリストアップして，生徒に提示すること

・教科書を活用しての音読や語句確認を継続的に行うこと

・授業の導入や終末に，学習した歴史的事象及び人物について，正確に書かせたり，説明させたりす

ること

▼：時代の特色を捉えること〔２(1)② (2)(4)，３(5)，５(4)〕

設問２(1)②(2)(4)，３(5)，５(4)

の正答率は50％を下回っており，不

十分である。

設問２(2)では，時代の流れの認識

が不十分であり，時代の特色を示す

主な考古資料の知識の定着も不十分

である。また，設問２(4)の誤答では，

政治の特色を踏まえた歴史の流れが捉えられていないものが見られた。

指導に当たっては，次のような学習を充実させることが必要である。

①単元の導入時に，その時代のイメージを述べさせたり，前の時代との違いを予想させたりすること

②単元のまとめに，その時代の特色を，具体的な歴史的事象を示しながら自分の言葉で表現させること

（学習した内容を振り返り，その時代を表す歴史的事象を，前の時代との共通点や相違点に着目しな

がら，政治，産業，社会，文化面から取り上げて，「この時代を代表するものは…」，「つまりこの

時代は…」等の話型を示して説明させる）

※ 下線の箇所は，改善に向けた具体的な指導の在り方を示している。

指導改善のポイント

□複数の資料から読み取ったことを関連付けて，表現する力を育成すること （→事例１）

□基礎的・基本的な歴史的事象を歴史の大きな流れの中で理解させ，その定着を図ること （→事例２）
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設問番号 問題の内容 正答率 

５ (4) 

炭酸水素ナトリウムと炭酸ナ

トリウムの違いを調べる方法

と結果 

7.6％ 

設問番号 問題の内容 正答率 

３ (2) 電流の大きさ 69.9％ 

設問番号 問題の内容 正答率 

７

(2) 
マグネシウムの酸化の原子・

分子モデル 
28.5％ 

(3) 
マグネシウムの酸化の化学反

応式 
35.3％ 

 
中学校第３学年 理科 
 

（１）全体的な傾向の分析・考察 

平均正答率は50.2％であり，一昨年度より10.0 ポイント低下している。本年度大きく下がった要因としては，

活用力を重視する問題が充実したこと，定量的な取り扱いをする設問が難化したことが考えられる。また，自然

の事物・現象から課題を見いだし，目的意識をもって観察・実験を行うこと，科学的な言葉や概念を使用し，論

理的に説明するなど思考力・表現力を育むことに課題が見られることも要因となっている。 

 

（２）領域・分野ごとの分析・考察 

【第１分野（44.4％）】 

◇：抵抗に流れる電流の大きさを求めること 〔３(2)〕 

 設問３(2)は，電圧と電流の関係を表すグラフを基に，

指示された電圧での電流の値を求める問題で，ほぼ基準

に到達している。 

設問１(1)②の圧力計算や設問８(3)の湿度計算などその他の定量的な扱いにはまだまだ課題が見られるが，電

流と電圧が比例関係にあることの理解が定着してきていることは，指導の成果である。今後も基礎・基本を踏ま

え，生徒の計算力を高めつつ，個々の理解度に合わせた段階的な指導を継続して行うことが大切である。 

 

▼：炭酸水素ナトリウムと炭酸ナトリウムの違いを知る方法とその結果について推論すること 〔５(4)〕 

 設問５(4)は，炭酸水素ナトリウムと，炭酸水素ナト

リウムの加熱による分解で生成された炭酸ナトリウムと

を区別する実験方法及び実験結果を考察し説明すること

は不十分である。誤答には，水に対する溶け方を調べる

などの実験方法は解答しているが，実験結果に炭酸水素ナトリウムと炭酸ナトリウムの違いを明確にしていない

ものが見られた。 

 指導に当たっては，炭酸水素ナトリウムの加熱による分解実験を行う際，課題を明確にするとともに，何のた

めに行う実験なのかなど目的意識をもたせ，実験方法を考えさせたり，どのような実験結果が予想されるのかを

十分に考えさせたりするなど，問題解決的な学習活動を行うことで，思考力・表現力を育むことが必要である。 

 

▼：化学変化を原子・分子のモデルや化学反応式で表すこと 〔７(2)(3)〕 

 化学変化について，設問７(2)のモデルや(3)の化学

反応式で表すことは不十分である。23 年度類似問題の

モデルの正答率は 46.6％，化学反応式の正答率は

44.8％であり，依然として課題が見られる。 

 指導に当たっては，模型を用いるなどして目に見えな

い原子や分子をイメージしやすいように工夫しながら，モデルを描くときのルールを正しく理解させ，この分野

全般に渡って化学変化（化学反応式）とモデルを関連付ける学習活動を十分に行い,微視的な見方や考え方を養

うように指導を工夫する必要がある｡(H22「分析・考察」 指導事例２参照) 

平均正答率 

50.2％ 
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設問番号 問題の内容 正答率 

６

(2) 
示準化石から年代を推定した

根拠の確認 
43.4％ 

(3) 示準化石からの年代の推定 55.2％ 

設問番号 問題の内容 正答率 

４ (3) 卵の殻の役割 29.0％ 

設問番号 問題の内容 正答率 

８ (3) 気温と露点から湿度を求める 18.7％ 

【第２分野（56.4％）】 

▼：卵の殻の役割について考察し表現すること 〔４(3)〕 

 設問４(5)(6)の脊椎動物の進化や相同器官のつくりな

どこの分野での基礎的・基本的な知識は定着している。

しかし，設問４(3)の産卵場所から卵の役割を考察し記

述する問題のように，それぞれの動物の生態とその特徴を関連付けて，総合的に理解することは不十分である。 

 指導に当たっては，脊椎動物の仲間について，写真や映像等の視聴覚教材を利用したり，インターネットや図

鑑等を使って調べ学習をさせたりしてそれらの共通点や相違点についての理解を深めることが重要である。その

上で，卵の殻の有無について着目させ，その役割について考察させることが必要である。 

 

▼：地層の重なり方や示準化石を手がかりとして，地層の生成年代を推定すること 〔６(2)〕 

 設問６(2)(3)の示準化石についての理解は不十分で

ある。古生代，中生代，新生代の水中や陸上の生物の様

子について，示準化石を踏まえてそれぞれの時代の特徴

を理解する指導が十分行われていないことが懸念される。 

 指導に当たっては，古生代，中生代，新生代の水中や

陸上の生物の様子について，示準化石を示すだけではなく，教科書や資料集等の挿絵を提示しながら，その時代

の様子を捉えさせることが必要である。例えば，古生代は水中で生物が繁栄していたことや中生代では陸上に生

物が進出していたことなどが挙げられる。 

 

▼：気温と露点から湿度を求めること 〔８(3)〕 

 設問８(3)の気温と露点から湿度を求めることは不十

分であり，無解答率の高い設問の１つである。露点から

湿度を求める方法が，十分に理解されていないものと考

えられる。 

 飽和水蒸気量，湿度，露点の指導に当たっては，それらの意味を正しく理解させるように指導を工夫すること

が必要である。（H23「分析・考察」 指導事例１参照） 

 そして，実際に露点を測定し，気温と飽和水蒸気量の関係を表すグラフや表を使いながら湿度を求めるような

学習活動を通して，露点，飽和水蒸気量等の科学的な知識や概念を使用して考えさせたり，説明させたりするこ

とが重要である。 

 

指導改善のポイント 

※ 下線の箇所は，改善に向けた具体的な指導の在り方を示している。 

□自然の事物・現象に対する基礎的な知識を身に付け，これらを基に科学的な見方や考え方を 

 養う学習活動を重視すること                     （→ 事例１） 

□実験を計画したり，結果を論理的に解釈したりするなど，思考力・表現力を育む学習活動を 

 重視すること                             （→ 事例２） 
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○：短い英文とその内容に関する質問を正しく聞き取ること〔１〕 

▼：情報を整理しながら，内容の要点を適切に聞き取ること〔３〕 

▽：言語の使用場面・働きや語句の役割に気を付けながら，短い英文を正しく理解すること〔４〕 

▼：まとまりのある英文を読んで，情報を整理しながら全体の概要や大切な部分を読み取ること〔７，８〕 

中学校第３学年 英語 

（１）全体的な傾向の分析・考察 
今年度の平均正答率は57.4％で，昨年度より6.1ポイント下がっている。活用力を見る問題を充実する中で，設

問３ No. 3の要点の聞き取りや設問９の状況に合う英文への書きかえの難易度が上がったことが一因である。語彙

や文法などの言語知識を活用しながら，まとまった量の英文を適切に読む力及びまとまった内容の英文を適切に書

く力については，依然，課題が見られ，指導の改善が求められる。 
 
（２）領域・分野ごとの分析・考察 
【聞くこと（69.5％）】 
 

 

設問１は，No.1，No.2の問題で正答率

が 95％を超えており， 短い英文とその

内容に関する質問からキーワードを正し

く聞き取ることは，概ね良好である。 

 
 
 

設問３ No. 2の祖母へのプレゼントの

聞き取りの正答率は80％を超えた。一方，

問われた内容が直接述べられておらず推

測を要するNo. 1, 3の正答率は，60％を

割った。No. 3は時間（hour)と分（minute）

の情報が混在するので難しいとはいえ，情報を整理しながら内容の要点を適切に聞き取ることは，不十分である。 
指導に当たっては，まとまった量の英文を聞かせて，メモしたキーワードから端的に言えることを考えさせたり，

情報を時間軸や空間軸に沿って整理させたりする指導を一層工夫することが重要である。 
 
【読むこと（60.9％）】 

 
 
設問４ (2)の人称代名詞（所有格）を

用いた英文の理解は，24年度の同問の正

答率を7.1ポイント上回った。しかし，

(1)(5)(6)の誤答を分析すると，会話の流

れにふさわしい表現や英文の形を選択し

ていないので，全体としては，言語の使

用場面・働きや語句の役割に気を付けながら短い英文を正しく読み取ることは，十分とはいえない。 
 指導に当たっては，言語の使用場面や働きを意識した導入や練習を行い，形・意味・用法を合わせて理解させる

ことが大切である。語彙に関する知識を確実に定着させるため，品詞についても，より一層重視すべきである。 
 

 
設問７の正答率は45.5％で，同問であった24 年度

を3.8ポイント下回り，昨年度の指導上の課題は解決

されていない。誤答例を見ると，時間を追って列挙さ

れた情報や play tennis という語句は認識できている

が，I wanted to play tennis…からbut he had other 

平均正答率 

57.4％ 

設問番号 問題の内容 正答率 

１

No.1 短い英文の内容（なりたい職業）の聞き取り 99.4％

No.2 短い英文の内容（起床時間）の聞き取り 95.3％

No.3 短い英文の内容（出発日）の聞き取り 59.0％

設問番号 問題の内容 正答率

３

No.1 内容の要点（対話の場所）の聞き取り 58.4％

No.2 内容の要点（祖母へのプレセント）の聞き取り 82.2％

No.3 内容の要点（映画の開始時間）の聞き取り 23.8％

設問番号 問題の内容 正答率

４

(1) 一般動詞の疑問文(Do you ～?)の理解 64.3％

(2) 人称代名詞(所有格)を用いた英文の理解 64.5％

(5) 言語の働き(相手の行動を促す)に応じた英文の理解 63.1％

(6) 言語の使用場面(電話での応答)に応じた英文の理解 55.9％

設問番号 問題の内容 正答率

７ 全体の概要の読み取り 45.5％

８

(1) 内容(人数)の読み取り 59.1％

(2) 書き手(話し手)の意向の読み取り 60.1％

(3) 詳細な情報の読み取り 39.8％
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▼：語順や語形に気を付けながら，場面や状況に応じて正しく書くこと〔５，９〕 

▼：言語の使用場面や働きに応じて，適切に書くこと〔６〕 

things to do, so I couldn’t.に至る全体の意味を理解できていない誤答が多く見られた。また設問８では，書き手の

意向を判断し，具体的な問題点が書かれている箇所の読み取りができない誤答が見られた。したがって，まとまり

のある英文を読んで情報を整理しながら全体の概要や大切な部分を適切に読み取ることは，不十分である。 
指導に当たっては，与えられた発問による必要な情報の取り出しに終始するのではなく，短時間でまとまった量

の英文を読ませ，得られた情報を基に文章全体の意味を見いだす活動を設定することが必要である。その際，年間

指導計画や単元指導計画を工夫して，教科書本文の読み取りを通して身に付けた技能を類似の話題や同レベルの別

の英文を読む活動に適用させ，付けたい力が身に付いたか生徒の到達状況を複数回評価することが大切である。 
 
【書くこと（44.3％）】 
 

 

 設問５ (1)は，主語＋動詞

＋目的語という英語の典型的

な文構造であったが，題意を

よく理解できなかった生徒も

いたためか，正答率は45.6％

と低かった。また，(2)は修飾

されている名詞が主語である

ため，調査実施時点の生徒にはやや難解であった。また設問９は，立場を変えて，インタビュー内容を別の表現に

書きかえる24年度と同じ形式の問題であったにもかかわらず，正答率は非常に低く，また無解答率は高かった。補

う語数が増えるなど，状況に応じた語句の選択がやや難しくなった面はあるものの，語順や語形に気を付けながら

場面や状況に応じて正しく書くことは，不十分である。 

状況に合う英文への書きかえの指導に当たっては，次のような４技能の統合的な言語活動が必要である。 

 ① 文章レベル：会話を客観的に書きかえたり，理解したことを自分の言葉でまとめたりすること  

 ② 文 レ ベ ル：与えられた英文を既習の語彙や表現を用いて書きかえること 

 

 

設問６は，従来の日本語で

言語の使用場面や働きを与え

る形から，絵を見て判断して

適切に書く形に変更された。

それによって表現の自由度は

上がったが，(3)をはじめ無解答率が高かった。また，Where do you Kenrokuen? のような文法の誤りが多く見られ

た一方で，This is Kenrokuen.や Is there Kenrokuen?など，言葉が足りない英文も見られたことから，言語の使

用場面や働きに応じて適切に書くことは，不十分である。 

指導に当たっては，スキットづくりなどにおいて，新出表現を用いた英文の一部の書きかえにとどまるのではな

く，対話の流れを理解し, 既習の表現を自ら選択する機会を設け，できた英文を交流する学習活動を通して，言語

の使用場面や働き及び言語の形式に注意を向けさせる指導が必要である。 

 

 

※ 下線の箇所は，改善に向けた具体的な指導の在り方を示している。 

設問番号 問題の内容 正答率 無解答率

５ 
(1) 主語＋動詞＋目的語を用いた英文の語順 45.6％ 1.6％ 

(2) 前置詞句の後置修飾を用いた英文の語順 34.8％ 2.2％ 

９ 

(1) 状況に合う英文(主語＋be動詞)への書きかえ 19.1％ 14.6％ 

(2) 状況に合う英文(一般動詞)への書きかえ  7.5％ 24.0％ 

(3) 状況に合う英文(接続詞because)への書きかえ 25.8％ 26.2％ 

設問番号 問題の内容 正答率 無解答率

 

６ 

(1) 言語の使用場面・働き（苦情を言う）に応じた筆記 59.0％ 17.6％ 

(2) 言語の使用場面・働き（申し出る）に応じた筆記 55.9％ 19.7％ 

(3) 言語の使用場面・働き（質問する）に応じた筆記 38.6％ 25.0％ 

□具体的で分かりやすい場面や状況を工夫し，語彙や文法などの知識の習得を図りながら，言語の使用場面や働

きに応じた適切な表現を選択したり自ら考えたりする力を高めること          （→ 事例１）  

□まとまった量の英文を短時間で読み進める場を第１学年から計画的に設定し，情報を整理しながら全体の概要

や大切な部分を理解する力を段階的に高めること                   （→ 事例２） 

指導改善のポイント 
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Ⅱ　質問紙調査結果の分析・考察
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１　小学校第 4学年児童の調査結果

　　  学校や各教科等の勉強は好きですか。授業の内容はよくわかりますか。　　　　　　

※無回答を除いた割合で示している。

　各教科等の勉強が好き，授業の内容がよく分かると答えた児童の割合は，多くの教科で調査開始以来
最も高くなっており，全般的に小 4児童の学習意欲は高い。また，「学校は好きだ」と答えた児童の割
合も昨年同様に高く推移している。

○

○

○

○

「国語の授業で自分の考えを話したり，書いたりしている」（79.4％），「算数の授業で問題の解き方や
考え方がわかるようにノートに書いている」（84.4％），「自分の考えを発表する機会が与えられている」
（81.0％）は，いずれも調査開始以来最も高く，授業への積極的な態度については改善が進んでいる。

「学校の宿題をしている」（96.6％）は高い数値である。しかし，「自分で計画を立てて勉強している」
（70.0％）等，十分とはいえず改善の余地があるものがあった。
「テレビゲームを１時間以上している」（45.1％），「携帯電話で通話やメールなどをしている」(19.8%）
は，年々増加しているので，今後注視していく必要がある。

「ものごとを最後までやりとげて，うれしかったことがある」（92.5％）や「将来の夢や目標を持って
いる」（86.7％）等，小 4児童の自己肯定感は昨年と同様に高い。

《国語の勉強は好きだ》 《国語の授業の内容はよくわかる》

《学校は好きだ》

《社会の授業の内容はよくわかる》

《算数の授業の内容はよくわかる》

《社会の勉強は好きだ》

《算数の勉強は好きだ》

□　あてはまる　　□　どちらかといえばあてはまる　　□　どちらかといえばあてはまらない　　□　あてはまらない
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52.5 35.1 8.6 3.8

54.8 34.1 8.3 2.8

53.9 34.1 8.5 3.5

53.6 36.1 7.6 2.7

53.5 35.9 7.6 3.0

31.7 43.5 18.3 6.5 49.4 38.2 9.6 2.7

50.6 31.4 12.6 5.4 27.8 7.7 2.761.8

38.4 39.9 16.4 5.4 34.5 9.9 2.453.2

33.9 43.3 17.3 5.5 50.7 37.4 9.5 2.4

52.2 31.5 12.0 28.8 7.4 2.161.74.2

4.1

3.8

44.0 36.6 15.3 33.2 9.5 2.055.3

32.4 44.8 17.6 5.1 52.4 37.1 8.5 2.0

51.5 31.0 12.7 4.9 27.9 7.2 2.062.9

45.0 36.8 14.4 32.3 7.7 1.758.3
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・《学校は好きだ》について，「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」と答えた児童の割合は89.4
％であり，これまでと同様に高い。
・各教科の《勉強が好きだ》について，「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」と答えた児童の
割合は77.2％～94.5％であり若干の開きがあるが，多くの項目で調査開始以来最も高い。
・各教科の《授業の内容はよくわかる》について，「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」と答
えた児童の割合は89.5％～97.2％であり，これまでと同様に高い。

《音楽の勉強は好きだ》

《図画工作の勉強は好きだ》

《体育の勉強は好きだ》

《音楽の授業の内容はよくわかる》

《体育の授業の内容はよくわかる》

《道徳の時間は好きだ》 《総合的な学習の時間は好きだ》

《学級活動の時間は好きだ》

・《道徳の時間は好きだ》について，どの学年も「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」と答え
た児童生徒の割合は昨年より増加しており，調査開始以来最も高い。

中 3小 6
《道徳の時間は好きだ》＜参考＞

《図画工作の授業の内容はよくわかる》

《理科の授業の内容はよくわかる》《理科の勉強は好きだ》
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15.8 4.0 1.678.6

13.4 2.2
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0.685.0
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38.7 11.8 3.046.5

36.9 11.5 3.148.5
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　　  授業の中で次のようなことは好きですか。

・《自分の考えを発表したり話し合ったりすること》《わからなかったことをもう一度勉強し直すこ
と》《教科書に出ていないことやもっとくわしいことを勉強すること》が「好き」「どちらかといえば
好き」と答えた児童生徒の割合について，小 4 と小 6 との差は10ポイント程度，小 4 と中 3 との差は
20～30ポイント程度あり，他の項目に比べて学年間の差が大きい。
・《少ない人数やグループで勉強すること》《コンピュータやビデオ・DVDなどを使って勉強すること》
について，「好き」「どちらかといえば好き」と回答した児童生徒の割合は，いずれの学年も高く，他
の項目に比べて学年間の差が小さい。

・《自分の考えを発表したり，話し合ったりすること》について，「好き」「どちらかといえば好き」と答
えた児童の割合は，70.9％であり，調査開始以来，初めて70％を超えた。
・《課題について，自分の考えた方法で調べたり確かめたりしながら勉強すること》《少ない人数やグル
ープで勉強すること》《コンピュータやビデオ・DVDなどを使って勉強すること》について，「好き」
「どちらかといえば好き」と答えた児童の割合は，77.8％～90.4％であり，調査開始以来最も高い。

＜学年間比較＞

□　好き　　□　どちらかといえば好き　　□　どちらかといえば好きではない　　□　好きではない

《自分の考えを発表したり，話し合ったりすること》

《わからなかったことをもう一度勉強し直すこと》

《コンピュータやビデオ・ＤＶＤなどを使って勉強すること》

《自分の考えを発表したり，話し合ったりすること》

《少ない人数やグループで勉強すること》

《課題について，自分で考えた方法で調べたり
　確かめたりしながら勉強すること》

《課題について，自分で考えた方法で調べたり
　確かめたりしながら勉強すること》

《教科書に出ていないことやもっとくわしいことを勉強すること》

《少ない人数やグループで勉強すること》 《コンピュータやビデオ・ＤＶＤなどを使って勉強すること》

《図書室を使って勉強すること》 《地域の人や専門家が来て教えてくれること》
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　　  次のことは，あなたにどれくらいあてはまりますか。

・《国語の授業で自分の考えを話したり，書いたりしている》《算数の授業で問題の解き方や考え方がわ
かるようにノートに書いている》《ふだんの授業では，自分の考えを発表する機会があたえられている
と思う》について,「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」と答えた児童の割合は，それぞれ
79.4％，84.4％，81.0％であり，調査開始以来最も高い。
・《読書は好きだ》について，「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」と答えた児童は88.6％であ
り，これまでと同様に高い。

・《学校の宿題をしている》について，「している」「どちらかといえばしている」と答えた児童の割合は
96.6％であり，ここ数年，高い数値が続いている。
・《自分で計画を立てて勉強している》《学校の授業の予習をしている》《学校の授業の復習をしている》
について，「している」「どちらかといえばしている」と答えた児童の割合は，それぞれ70.0％，64.3
％，69.0％であり，いずれも調査開始以来最も高い。

《国語の授業で自分の考えを話したり，書いたりしている》
《算数の授業で問題の解き方や考え方がわかるよう
にノートに書いている》　　　　　　　　　　

□　あてはまる　　□　どちらかといえばあてはまる　　□　どちらかといえばあてはまらない　　□　あてはまらない

　　  家で次のようなことをしていますか。

《学校の宿題をしている》

《学校の授業の復習をしている》《学校の授業の予習をしている》

《ふだんの授業では，自分の考えを発表する機会が
あたえられていると思う》　　　　　　　　　 《読書は好きだ》

《自分で計画を立てて勉強をしている》

３

４
□　している　　□　どちらかといえばしている　　□　あまりしていない　　□　全くしていない

　　  １日あたりどれくらいの時間勉強をしますか。
《ふだん（月曜日から金曜日）》

５

□　 3時間以上　　　　　　　　　　□　 2時間以上， 3時間より少ない　　□　１時間以上， 2時間より少ない
□　30分以上，１時間より少ない　　□　30分より少ない　　　　　　　　　□　全くしない
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　　  朝食を毎日食べていますか。

・《朝食を毎日食べている》について，「している」「どちらかといえばしている」と答えた児童の割合は
97.5％であり，これまでと同様に高い。

□　している　　□　どちらかといえばしている　　□　あまりしていない　　□　全くしていない

⑴　ふだん（月曜日から金曜日），１日あたりどれくらいの時間，テレビやビデオ，ＤＶＤを見たり，
　聞いたりしますか。（テレビゲームをする時間は除きます。）

・ふだんのテレビ等の視聴時間について，「 4時間以上」「 3時間以上， 4 時間より少ない」と答えた児
童の割合は，27.9％と24年度より3.9ポイント減少している。
・ふだんのテレビゲーム等について，１時間以上すると答えた児童の割合は，45.1％と24年度より3.4ポ
イント増加している。また，「全くしない」と答えた児童の割合は，20.0％と24年度より3.5ポイント減
少している。

⑵　ふだん（月曜日から金曜日），１日あたりどれくらいの時間，テレビゲーム（コンピュータゲー
　ム，携帯式のゲームを含みます。）をしますか。

□　 4時間以上　　　　　　　　　　　□　 3時間以上， 4時間より少ない　　□　 2時間以上， 3時間より少ない
□　１時間以上， 2時間より少ない　　□　１時間より少ない　　　　　　　　□　全く見たり，聞いたりしない

□　 4時間以上　　　　　　　　　　　□　 3時間以上， 4時間より少ない　　□　 2時間以上， 3時間より少ない
□　１時間以上， 2時間より少ない　　□　１時間より少ない　　　　　　　　□　全くしない

６

７

・家庭学習時間について，平日に30分以上勉強する児童の割合は，89.6％と24年度より 3ポイント増加し
ており，調査開始以来最も高い。また，土曜日や日曜日に１時間以上勉強する児童の割合は50.7％と，
ふだん１時間以上勉強すると答えた児童の割合より低い。

《土曜日や日曜日など学校が休みの日》

□　 4時間以上　　　　　　　　　　　□　 3時間以上， 4時間より少ない　　□　 2時間以上， 3時間より少ない
□　１時間以上， 2時間より少ない　　□　１時間より少ない　　　　　　　　□　全くしない
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⑴　ふだん（月曜日から金曜日），何時ごろに起きますか。

□　午前 6時より前　　　　　　　　　□　午前 6時以降， 6時30分より前　　□　午前 6時30分以降， 7時より前
□　午前 7時以降， 7時30分より前　　□　午前 7時30分以降， 8時より前　　□　午前 8時以降

□　午後 9時より前　　　　　　　　　□　午後 9時以降，10時より前　　□　午後10時以降，11時より前
□　午後11時以降，午前 0時より前　　□　午前 0時以降

⑵　ふだん（月曜日から金曜日），何時ごろにねますか。

・ふだんの起床時刻について，午前 7時より前に起きる児童の割合は90.0％であり，調査開始以来最も高
い。
・ふだんの就寝時刻について，「午後 9時以降，10時より前」と答えた児童の割合が51.5％と最も高い。

・《学校のきまりを守っている》《将来の夢や目標を持っている》《ものごとを最後までやりとげて，う
れしかったことがある》について，「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」と答えた児童の割
合は，それぞれ92.0％，86.7％，92.5％であり，これまでと同様に高い。

　　  どのくらいあてはまりますか。

《学校のきまりを守っている》

《ものごとを最後までやりとげて，うれしかったことがある》《自分には，よいところがある》

《将来の夢や目標を持っている》

10

□　あてはまる　　□　どちらかといえばあてはまる　　□　どちらかといえばあてはまらない　　□　あてはまらない

　　  携帯電話で通話やメールなどをしていますか。

・「ときどきしている」「ほぼ毎日している」と答えた児童の割合は，19.8％と24年度より5.5ポイント増
加しており，調査開始以来最も高い。

□　携帯電話を持っていない　　□　全く，または，ほとんどしていない　　□　ときどきしている　　□　ほぼ毎日している

８
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２　学習・生活状況と正答率との関係
○

 

○

次のような学習・生活状況の場合，国語でも算数でも正答率が高い傾向が認められる。

・国語・算数の授業の内容はよくわかる。
・算数の問題の解き方がわからないときは，あきらめずにいろいろな方法を考える。
・算数の授業で問題の解き方や考え方がわかるようにノートに書いている。
・課題について，自分で考えた方法で調べたり確かめたりしながら勉強することは好きだ。
・学校の宿題をしている。
・ものごとを最後までやりとげて，うれしかったことがある。

その他，小 4児童の各教科の正答率や学習・生活状況に関する項目の関係を分析すると，次のように
まとめられる。

・これまでと同様に，国語と算数の正答率は相互に関連が強い。
・各教科の勉強が好きという項目と授業内容がよくわかるという項目への回答は，かなり関連があ
る。
・自分の考えを発表したり話し合ったりすることが好きという項目と国語の授業で自分の考えを話し
たり書いたりしているという項目への回答は，かなり関連がある。

《国語・算数の勉強は好きだ》 《国語・算数の授業の内容はよくわかる》

《国語の授業で自分の考えを話したり，書いたりしている》
《算数の問題の解き方がわからないときは，
　あきらめずにいろいろな方法を考えている》
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《学校の宿題をしている》

《算数の授業で問題の解き方や考え方がわかるように
　ノートに書いている》

《課題について，自分で考えた方法で調べたり確かめ
　たりしながら勉強すること》

《ふだん（月曜日から金曜日），１日あたりどれくらい
　の時間テレビゲームをしますか》

《あなたは，ふだん（月曜日から金曜日），何時ごろ
　にねますか》

《ものごとを最後までやりとげて，うれしかったこと
　がある》
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３　教員の調査結果

　　  次の指導を，昨年度からどの程度行っていますか。

※「回答できない」及び無回答を除いた割合で示している。

【学力の重要な要素に関すること】

□　よくしている　　□　している　　□　あまりしていない　　□　ほとんどしていない

《繰り返し学習（音読，暗記・暗唱，反復学習など）を
　通して，基礎的・基本的な知識・技能の定着を図って
　いる》

《問題解決的な学習，実生活における様々な事象との
　関連を図った学習などを通して，活用力（思考力・
　判断力・表現力等）を育成する指導をしている》

《課題設定や授業展開，教材・教具の開発など，学習
　意欲の向上を図るための工夫をしている》

１

・《繰り返し学習を通して，基礎的・基本的な知識・技能の定着を図っている》と答えた小学校教員の割
合は，98.8％と高い。中学校教員の割合も94.3％と同様に高い。
・《問題解決的な学習，実生活における様々な事象との関連を図った学習などを通して，活用力を育成す
る指導をしている》《課題設定や授業展開，教材・教具の開発など，学習意欲の向上を図るための工夫
をしている》について，「よくしている」と答えた中学校教員の割合が24年度より，それぞれ4.5ポイ
ント，3.0ポイント増加している。

○

○

○

○

活用力を育成する指導をしている教員の割合は，小学校，中学校ともに増加しており，授業づくりに
際し，「課題設定や授業展開，教材・教具の開発など，学習の意欲の向上を図るための工夫をしてい
る」教員の割合は，95％以上とかなり高い。　
「考えの根拠や筋道を明確にして，説明や論述ができるように指導をしている」教員の割合は，小学
校で91.2％，中学校で76.5％であり，年々増加してきている。

「児童生徒の様々な考えを引き出したり思考を深めたりするような発問や指導をしている」教員の割
合は，小学校・中学校ともに90％以上であり，23・24年度と同様に高い。
「児童生徒の発言の機会や活動の時間を確保して，学び合う場を設定している」教員の割合は，小学
校で97.8％と例年同様に高く，中学校で91.4％と24年度より3.7ポイント増加している｡

　24年度と同様に，調査された項目の多くで肯定的な回答が見られた。特に中学校では，24年度の伸び
に加えて，今年度も3.0ポイント以上増加した項目が 5つある。例えば，「生徒が学習の見通しを立てた
り，学習したことを振り返ったりする活動を取り入れた指導をしている」教員の割合が4.8ポイント，
「個に応じた指導として，習熟の早い児童生徒に発展的な学習の指導をしている」教員の割合が3.6ポイ
ント増加するなど，授業改善に向けての意識が高まってきている。
　また，24年度に比べて改善が見られるものとしては，「コンピュータなどを使って，資料を拡大した
り，デジタル教材を活用したりするなどの工夫をしている」教員の割合が，小学校で5.9ポイント，中学
校で4.1ポイント増加している。
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《児童生徒の様々な考えを引き出したり，思考を深め
　たりするような発問や指導をしている》

《児童生徒の発言の機会や活動の時間を確保して，
　学び合う場を設けている》

《記録，要約，説明，論述などの言語活動を重視した
　指導をしている》

《考えの根拠や筋道を明確にして，説明や論述ができ
　るように指導をしている》

《ノートの書き方やまとめ方などの指導を通して，
　考え方を身に付けさせる指導をしている》

《児童生徒が，学習の見通しを立てたり，学習したこと
　を振り返ったりする活動を取り入れた指導をしている》

《児童生徒がテストの間違ったところを振り返って
　学習する場を設けている》

《児童生徒の学習状況を評価しながら授業を進めている》

《個に応じた指導として，習熟の遅い児童生徒に，
　補充的な学習の指導をしている》

《個に応じた指導として，習熟の早い児童生徒に，
　発展的な学習の指導をしている》

【教科等に関すること】
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・《児童生徒の様々な考えを引き出したり，思考を深めたりするような発問や指導をしている》《児童生
徒の発言の機会や活動の時間を確保して，学び合う場を設けている》《児童生徒の学習状況を評価しな
がら授業を進めている》《自校の「学力向上プラン」に基づく指導をしている》について，「よくして
いる」「している」と答えた小学校教員の割合は93.7～97.8％，中学校教員の割合は90.7～92.6％と，他
の項目より高いのは，24年度と同様である。
・《児童生徒が学習の見通しを立てたり，学習したことを振り返ったりする活動を取り入れた指導をして
いる》について，「よくしている」「している」と答えた教員の割合は，小学校で93.7％，中学校で85.1
％であり，24年度と同様に高い。また，「よくしている」と答えた中学校教員の割合は24年度より4.2
ポイント増加している。
・《個に応じた指導として，習熟の早い児童生徒に，発展的な学習の指導をしている》について，「よく
している」「している」と答えた中学校教員の割合は，24年度より3.6ポイント増加している。
・《コンピュータなどを使って，資料を拡大表示したり，デジタル教材を活用したりするなどの工夫をし
ている》について，「よくしている」「している」と答えた教員の割合は，24年度より，小学校で5.9ポ
イント，中学校で4.1ポイント増加している。

《自校の「学力向上プラン」に基づく指導をしている》《外部の人材を活用した指導をしている》

【家庭学習に関すること】
《基礎的・基本的な知識・技能の定着を図るための
　宿題を出している》

《授業の内容と関連させて，調べさせたり，発展的に
　考えさせたりするための宿題を出している》

《学校図書館を活用した指導をしている》
《児童生徒がコンピュータを使う学習活動を取り入れ
　た指導をしている》

《休み時間や放課後など授業時間以外に，習熟の遅い
　児童生徒に，補充指導をしている》

《コンピュータなどを使って，資料を拡大表示したり，
　デジタル教材を活用したりするなどの工夫をしている》
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《児童生徒をほめたり，励ましたりしながら，長所を
　伸ばす指導をしている》

《児童生徒に，将来就きたい仕事や夢について考えさ
　せる指導をしている》

《児童生徒に，進んであいさつをするよう指導をして
　いる》

《児童生徒に，早寝・早起き・朝ご飯・テレビの視聴
　時間など，基本的な生活習慣の指導をしている》

・《私語をしない，相手を意識して話す・聞く，授業開始の時刻を守るなど，学習規律の指導をしてい
る》《児童生徒に，校則や集団生活のルールを守るよう指導をしている》《児童生徒に，進んであいさ
つをするよう指導をしている》《児童生徒をほめたり，励ましたりしながら，長所を伸ばす指導をして
いる》について，「よくしている」「している」と答えた教員の割合は97.5％以上であり，24年度と同
様に高い。
・《児童生徒に，将来就きたい仕事や夢について考えさせる指導をしている》について，「よくしている」
「している」と答えた小学校教員の割合は，56.0％と24年度より3.6ポイント下回り，23年度と同程度で
ある。

【学習規律等に関すること】
《私語をしない，相手を意識して話す・聞く，授業開
　始の時刻を守るなど，学習規律の指導をしている》

《児童生徒に，校則や集団生活のルールを守るよう
　指導をしている》

《保護者に対して児童生徒の家庭学習を促すような
　働きかけをしている》

《児童生徒が取り組んだ宿題について，評価・指導を
　行っている》

・《基礎的・基本的な知識・技能の定着を図るための宿題を出している》について，「よくしている」
「している」と答えた小学校教員の割合は98.3％であり，24年度と同様に高い。「よくしている」と答
えた中学校教員の割合は，24年度より6.1ポイント増加している。
・《児童生徒が取り組んだ宿題について，評価・指導を行っている》について，「よくしている」「して
いる」と答えた小学校教員の割合は97.3％で24年度と同様に高い。また，「よくしている」と答えた中
学校教員の割合は，24年度より4.1ポイント増加している。
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　　  これからの指導において，特に重点をおきたいもの 3つはどれですか。

□　小学校教員　　　□　中学校教員

２

・これからの指導において特に重点をおきたいものについて，《児童生徒の様々な考えを引き出したり思
考を深めたりするような発問や指導》《児童生徒の発言の機会，活動時間の確保，学び合う場の設
定》《考えの根拠や筋道を明確にして，説明や論述ができるようにする指導》が上位であることは，24
年度と同様である。

児童生徒の様々な考えを引き出したり思考を深めたりするような発問や指導

児童生徒の発言の機会，活動の時間の確保，学び合う場の設定

考えの根拠や筋道を明確にして，説明や論述ができるようにする指導

ノートの書き方やまとめ方などの指導を通して考え方を身に付けさせる指導

児童生徒が，学習の見通しを立てたり，学習したことを振り返ったりする活動を取り入れた指導

記録，要約，説明，論述などの言語活動を重複した指導

基礎的・基本的な知識・技能の定着を図るための宿題を出すこと

個に応じた指導として，習熟の遅い児童生徒に，補充的な学習の指導

児童生徒の学習状況を評価しながらの授業

コンピュータなどを使って，資料を拡大表示したり，デジタル教材を活用したりするなどの工夫

個に応じた指導として，習熟の早い児童生徒に，発展的な学習の指導

児童生徒がテストの間違ったところを振り返って学習する場の設定

自校の「学力向上プラン」に基づく指導

休み時間や放課後のなど授業時間以外に，習熟の遅い児童生徒に補充指導

児童生徒が取り組んだ宿題について，評価・指導を行うこと

授業の内容と関連させて，調べさせたり，発展的に考えさせたりするための宿題を出すこと

保護者に対して児童生徒の家庭学習を促すような働きかけをすること

学校図書館を活用した指導

児童生徒がコンピュータを使う学習活動を取り入れた指導

外部の人材を活用した指導
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